
真庭市立富原小学校 学校だより No.１３

令和６年１月３１日 校長 池田 誉

一日一日を大切に
北陸地方を襲った能登半島地震という大きな災害の発生に

より、重苦しい幕開けとなった令和６年。被災された方々に

心からお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧を

祈りたいと思います。

１／９（火）の始業式では、児童に「何が起こるかわから

ない世の中だからこそ、一日一日を大切にしてがんばろう」という話をしました。３学期がス

タートしてから、さっそく学習に運動に一生懸命取り組んでいる富原っ子です。１月もあっと

いう間に過ぎてしまいましたが、学年のまとめに向かって充実した学校生活が送れるようにし

たいと思います。

なわとびをがんばっています！

野球しようぜ！
昨年末にメジャーリーガーの大谷翔平選手が、日本全国約２万

校の小学校にグローブを寄贈するとのニュースが大きな話題となり
ました。年が明けて、富原小学校にも３つのグローブが届きまし
た。
低学年児童用の小さいサイズのものが１つ、それより少し大きな

サイズのものが左右１つずつ、合計３つのピカピカの新品グローブ
に子どもたちも興味津々。一方で、野球経験のない児童もいるの
で、１・２年生と一緒に大谷グローブを使って簡単なキャッチボールをしてみました。
最初は慣れないグローブに戸惑っていましたが、ボールを転がしてお互いにキャッチする

ところから始め、少しずつバウンドしたボールをキャッチする練習をしました。終わり頃に
は、ボールを上から相手の方向にねらって投げるところまでできるようになりました。
朝礼で全校に紹介した後は、高学年の児童を中心に、休み時間に運動場でキャッチボール

をして遊ぶ児童が増えました。大谷選手の「野球しようぜ！」とい
うメッセージに応え、野球への関心がぐっと高まっているように感
じます。
保護者の皆様には、１／２７の参観日に見ていただきましたが、

地域の皆様にもぜひ見ていただきたいと思います。職員室に置いて
おりますので、お気軽に学校にお立ち寄りいただき、大谷選手から
のプレゼントをぜひ手に取ってご覧ください。

富原小学校に届いたグローブ

キャッチボールに挑戦

地域を盛り上げる力走
１／２（火）に４年ぶりの「富原新春マラソン」が開催さ

れました。参加者は少なめでしたが、帰省した方を中心に、
出場した選手が２kmのコースで健脚を競いました。富原小の
児童では、４年の野中颯人さんが１人出場し、力走を見せて
くれました。
富原には、正月に帰省して家族と過ごすだけでなく、地域の方と顔を合わせる場があること

がすばらしいと感じました。運営にも多くの方が携わり、地域を盛り上げようとする思いが伝
わってきました。今後、地域のいろいろな行事が復活し、さらに多くの児童や保護者の方も参
加できるようになることを期待しています。



５・６年薬物乱用防止教室 １月１６日（火）

学校薬剤師の山本先生に来ていただき、薬物の危険性

や、危険な誘惑から身を守るための方法などについて教

えていただきました。たばこや酒を若いうちに覚えると

脳に悪影響があることや、市販の薬でも過剰摂取につな

がることなどを知って驚いていた子どもたち。正しい知

識を身につけ、自分を大切にしながら成長してほしいと

思います。

保育園との交流会 １月２３日（火）

１・２年生が生活科で作ったおもちゃを使って、４月

に入学する年長児の５名を招待して一緒に遊ぶ交流会を

行いました。糸電話や福笑いなどのなつかしい遊びや、

うちわで起こした風で走る車で競うゲームなどで楽しい

時間を過ごしました。ゲームの説明をいっしょうけんめ

いしたり、年長児に声をかけたりする１・２年生のがん

ばる姿に成長を感じました。

給食集会 １月２６日（金）

勝山学校給食共同調理場栄養教諭の佐倉先生、富原小学

校校務員の黒田先生に来ていただき、給食に感謝する会を

行いました。健康委員会による楽しい給食クイズに続き、

佐倉先生から、多くの方の努力があって給食が作られ届い

ていること、人間は多くの生き物から命をいただいている

ことについて教えていただきました。最後に佐倉先生と黒

田先生にお礼の手紙を渡し、感謝の気持ちを伝えました。


